
「
私
は
百
姓
」
の
誇
り
を
胸
に

敢
然
と
逆
風
に
立
ち
向
か
う

木村  秀壽
宮城県農業協同組合中央会第五代会長

1914（大正	3	）年	 7月15日、鳴瀬村下新田
	 （現加美町）に生まれる
1936（昭和11）年	 鳴瀬村産業組合に奉職
1957（昭和32）年	 鳴瀬村農業協同組合専務理事
1969（昭和44）年	 中新田町農業協同組合組合長
1978（昭和53）年	 宮城県農業協同組合中央会第五代会長
1980（昭和55）年	 全国農協中央会理事
1981（昭和56）年	 農協米穀対策中央本部副本部長
1987（昭和62）年	 ９月23日死去

【きむら　しゅうじゅ】
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葉
は
落
ち
て
根
に
還
り
養
分
と
な
る

「
葉
落
帰
根
」
は
、
中
国
の
禅
僧
慧え

能の
う

の
言
葉
と
伝
え
ら
れ
、
葉
は
自
然
と
落
ち
て
根
に
還
り
養

分
と
な
る
、
ま
た
は
、
い
つ
か
故
郷
に
帰
る
と
い
う
意
味
で
人
口
に
膾
炙
す
る
。

木
村
は
戦
時
中
に
中
国
大
陸
で
こ
の
言
葉
を
知
り
、
生
涯
、
座
右
に
置
い
た
。
人
を
思
い
や
る
心
、

百
姓
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
、
故
郷
へ
の
思
い
、
す
べ
て
を
包
み
込
ん
だ
上
で
、
そ
の
と
き
居
る
場
所

に
情
熱
を
傾
け
た
。

農
協
人
と
し
て
の
木
村
の
源
流
は
、
鳴
瀬
村
産
業
組
合
と
復
員
後
の
農
村
再
建
活
動
に
あ
る
。

一
〇
代
の
終
わ
り
、
経
済
的
な
理
由
で
盛
岡
農
林
高
等
学
校
（
現
岩
手
大
学
）
を
中
退
し
た
木
村

は
、
農
作
業
の
か
た
わ
ら
鳴
瀬
川
で
砂
金
掘
り
を
し
て
家
計
を
助
け
た
。
し
か
し
困
窮
し
た
生
活
に

冷
害
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
日
々
の
食
べ
物
も
事
欠
く
な
か
、
木
村
は
「
農
民
は
一
人
で
は
駄
目

だ
。
百
人
、
五
百
人
と
力
を
合
わ
せ
れ
ば
信
用
力
も
高
ま
り
、
理
想
の
農
村
を
つ
く
れ
る
は
ず
だ
」

と
の
思
い
を
持
つ
。

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
高
利
貸
や
悪
徳
米
肥
商
人
の
横
暴
か
ら
農
村
を
守
ろ
う
と
の
決
意

を
胸
に
、
鳴
瀬
村
産
業
組
合
に
奉
職
し
た
木
村
は
、
産
業
組
合
の
置
か
れ
た
厳
し
い
環
境
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
、
夜
は
一
人
で
も
同
志
を
増
や
そ
う
と
村
の
青
年
た
ち
を
集
め
語
り
合
っ
た
。

昭
和
一
四
年
、
現
地
の
人
心
安
定
を
任
務
と
す
る
宣
撫
班
の
一
員
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
終
戦
の

直
前
に
原
隊
復
帰
。
ふ
た
た
び
農
業
に
従
事
す
る
。

「葉落帰根」を知った中国で
現地の子どもと遊ぶ木村
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「
貧
乏
人
が
い
な
い
ふ
る
さ
と
、
無
学
の
人
が
い
な
い
ふ
る
さ
と
、
病
人
の
い
な
い
ふ
る
さ
と
を

俺
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

村
の
仲
間
と
仏
教
青
年
会
を
結
成
し
、
戦
後
の
農
村
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
農
業
再
生
に
取
り

組
む
一
方
で
、
空
き
地
な
ど
で
の
野
菜
づ
く
り
を
奨
励
し
、
野
菜
栽
培
組
合
を
つ
く
っ
て
野
菜
生
産

の
先
進
地
視
察
に
も
赴
い
た
。

農
業
再
生
が
口
だ
け
で
な
い
こ
と
は
、
木
村
の
田
ん
ぼ
を
見
れ
ば
分
か
っ
た
と
い
う
。
旧
友
の
ひ

と
り
は
「
木
村
さ
ん
の
田
ん
ぼ
は
い
つ
も
畦
畔
の
草
が
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
、
他
の
模
範
だ
っ
た
」

と
回
顧
す
る
。

経
営
の
複
合
化
を
目
指
す

昭
和
二
四
年
、
木
村
は
鳴
瀬
村
農
業
協
同
組
合
の
理
事
に
当
選
。
新
河
原
開
田
組
合
を
つ
く
っ
て

鳴
瀬
川
の
堤
外
畑
に
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
を
拓
き
、「
大
勢
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
河
川
敷
に
も

田
ん
ぼ
が
で
き
る
」
と
、
普
段
口
に
し
て
い
る
協
同
の
理
念
を
実
践
し
て
み
せ
た
。
下
新
田
蔬
菜
組

合
を
結
成
し
、
ネ
ギ
苗
の
片
屋
根
栽
培
の
普
及
や
優
良
種
子
の
導
入
に
力
を
入
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ

で
あ
る
。

数
々
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
鳴
瀬
村
農
協
は
昭
和
三
三
年
に
「
全
国
優
良
農
協
」
の
表
彰
を

受
け
て
い
る
。
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中野畑作パイロット事業の共同作業

議
論
が
好
き
で
、
専
務
理
事
に
な
っ
て
も
「
一
〇
年
先
の
農
業
は
ど
う
な
る
」「
所
得
向
上
に
役

立
つ
作
物
は
何
か
」
と
職
員
へ
問
い
か
け
た
。
常
に
職
員
の
な
か
に
身
を
置
き
、
一
緒
に
も
の
を
考

え
た
。
自
ず
と
信
頼
が
集
ま
り
、
大
崎
、
遠
田
の
農
協
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
四
一
年
、
木
村
は
農
協
の
理
事
た
ち
に
推
さ
れ
て
組
合
長
に
就
任
す
る
。

木
村
に
は
専
務
理
事
時
代
に
温
め
て
い
た
開
発
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
。
当
時
農
業
は
稲
作
の
機
械
化

や
出
稼
ぎ
者
の
増
加
な
ど
で
畑
の
開
発
が
後
手
に
ま
わ
っ
て
い
た
。

「
町
内
の
林
野
を
開
墾
し
て
畑
に
す
れ
ば
、
経
営
を
複
合
化
で
き
る
」

木
村
は
、
中
野
地
区
に
あ
る
町
有
林
二
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
中
野
畑
作
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
着
手
す
る
。
参
加
農
家
は
二
七
戸
に
厳
選
し
、
切
り
拓
い
た
畑
に
ま
ず
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
植
え
た
。
こ
れ
は
土
壌
の
問
題
で
失
敗
し
た
が
そ
の
後
も
加
工
ト
マ
ト
、採
種
用
ダ
イ
コ
ン
、

葉
タ
バ
コ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
を
導
入
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
「
こ
れ
か
ら
は
米
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
、
野
菜
も
畜
産
も
や
ろ
う
」
と
複
合
経
営
を
説
い
た
。

養
豚
部
会
の
会
員
は
、
木
村
が
「
市
場
ま
で
足
を
運
ん
で
、
中
新
田
の
豚
を
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
と

ひ
と
り
一
人
に
頭
を
下
げ
て
く
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
木
村
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
専
業
農
家
の
減
少
は
止
ま
ら
ず
農
村
の
都
市
化
は
進
む
一
方

だ
っ
た
。
危
機
感
を
抱
い
た
木
村
は
、
地
場
農
産
物
の
良
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
農
協
経

営
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
く
み
あ
い
マ
ー
ト
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
農
協
組
合
員
が
つ
く
っ
た

新
鮮
な
野
菜
を
店
頭
に
並
べ
、
馴
染
み
の
薄
い
野
菜
は
料
理
教
室
を
開
い
て
普
及
に
努
め
た
。
朝
、
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県中央会での朝礼風景

採
っ
た
野
菜
を
夕
べ
に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
産
地
直
送
方
式
が
地
域
の
住
民
に
喜
ば
れ
、
売
上
げ

は
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
。

組
織
も
、
中
新
田
・
広
原
・
鳴
瀬
三
農
協
の
合
併
に
よ
る
中
新
田
町
農
業
協
同
組
合
（
現
Ｊ
Ａ
加

美
よ
つ
ば
）
の
誕
生
で
経
営
力
強
化
が
図
ら
れ
た
。

同
時
に
、
木
村
の
活
躍
の
舞
台
は
宮
城
県
の
農
協
全
体
を
率
い
る
場
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
宮
城

県
農
業
協
同
組
合
長
会
会
長
、
そ
し
て
宮
城
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
以
下
県
中
央
会
）
第
五
代

会
長
へ
。
大
役
を
拝
命
し
て
、
木
村
の
日
常
は
ま
す
ま
す
多
忙
に
な
っ
た
。

減
反
政
策
に
立
ち
向
か
う

仙
台
市
北
四
番
丁
通
り
の
路
上
に
、
毎
朝
停
ま
る
一
台
の
車
が
あ
っ
た
。
木
村
の
自
家
用
車
だ
。

国
道
四
号
線
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
、
木
村
は
い
つ
も
早
朝
五
時
か
ら
六
時
の
あ
い
だ
に
中
新
田
の

自
宅
を
出
発
し
た
。
出
勤
が
早
す
ぎ
て
は
職
員
に
気
を
使
わ
せ
て
し
ま
う
。
勝
山
公
園
の
近
く
に
車

を
停
め
、
八
時
に
な
る
ま
で
時
を
過
ご
し
た
。

車
内
が
書
斎
に
な
っ
た
。
仕
事
の
計
画
を
練
り
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
耳
を
傾
け
た
。
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
の
な
か
に
は
、
そ
の
日
の
朝
礼
や
会
議
で
話
す
予
定
の
文
章
を
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
で
吹

き
込
ん
だ
も
の
が
録
音
さ
れ
て
い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
喋
っ
た
内
容
を
録
音
し
、
後
か
ら
聴
い
て

反
省
点
を
探
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
家
族
を
聴
衆
に
話
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
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稲の生育遅れを心配し
現地調査に赴く（昭和57年）

う
。
組
織
に
と
っ
て
リ
ー
ダ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
い
か
に
重
要
か
、
熟
知
し
て
い
れ
ば
こ
そ
の
習
慣

だ
っ
た
。

戦
後
、
日
本
の
農
業
は
食
生
活
の
変
化
や
貿
易
自
由
化
な
ど
内
憂
外
患
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

木
村
が
県
中
央
会
会
長
・
農
協
米
穀
対
策
中
央
本
部
（
以
下
米
対
本
部
）
副
本
部
長
に
あ
っ
た
時

期
も
同
様
で
、「
水
田
利
用
再
編
対
策
（
減
反
政
策
）」
や
農
産
物
の
市
場
開
放
論
、
米
価
問
題
に
捨

て
身
で
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

昭
和
五
五
年
夏
、
異
常
低
温
が
東
北
を
襲
っ
た
。
不
稔
が
多
発
し
、
ま
っ
た
く
収
穫
で
き
な
い
地

区
さ
え
あ
っ
た
。
県
内
の
穀
倉
地
帯
を
見
て
回
っ
た
木
村
の
脳
裏
に
戦
前
の
冷
害
の
記
憶
が
よ
み
が

え
る
。「
あ
の
辛
酸
を
ふ
た
た
び
味
わ
う
こ
と
に
な
る
の
か
…
」。

五
六
年
度
か
ら
始
ま
る
第
二
期
水
田
利
用
再
編
対
策
の
転
作
目
標
面
積
は
一
万
七
四
三
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
。「
冷
害
で
米
が
収
穫
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
転
作
面
積
は
減
ら
す
べ
き
だ
」。
木
村
は
、
山

本
壮
一
郎
宮
城
県
知
事
と
と
も
に
何
度
も
農
水
省
（
現
農
林
水
産
省
）
へ
出
向
き
、
折
衝
を
重
ね
た
。

木
村
た
ち
の
熱
意
が
通
じ
、
転
作
面
積
は
目
標
の
約
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

た
。木

村
・
山
本
の
連
携
プ
レ
ー
は
五
九
、
六
一
年
度
の
転
作
面
積
削
減
交
渉
で
も
力
を
発
揮
し
、
宮

城
県
は
全
国
一
低
い
転
作
率
を
実
現
し
て
い
る
。

と
は
い
え
転
作
は
米
ど
こ
ろ
宮
城
に
と
っ
て
辛
い
決
断
に
ほ
か
な
ら
ず
、
木
村
は
い
つ
も
「
ど
う

展
開
し
て
い
け
ば
農
家
が
安
心
し
て
農
業
に
励
め
る
ん
だ
ろ
う
か
」
と
農
家
の
不
安
を
思
い
や
っ
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日比谷公会堂で開催された
全国米価大会、手前が木村

た
。一

方
で
「
転
作
や
減
反
を
避
け
て
通
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
奨
励
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
逆
に

農
業
生
産
の
拡
大
を
図
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
合
理
的
な
指
針
を
示
す
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

全
国
の
米
価
運
動
の
先
頭
に
立
つ

「
今
年
は
こ
れ
で
何
度
目
の
上
京
だ
ろ
う
」。
昭
和
五
七
年
に
東
北
新
幹
線
が
上
野
ま
で
開
業
し
て

か
ら
は
大
分
楽
に
な
っ
た
が
以
前
は
片
道
四
、
五
時
間
も
か
か
っ
て
い
た
。
農
政
運
動
の
た
め
、
朝

か
ら
晩
ま
で
農
水
省
や
議
員
会
館
を
ま
わ
り
、
鶯
谷
の
県
農
協
宿
舎
に
帰
る
こ
ろ
に
は
シ
ャ
ツ
も
背

広
も
よ
れ
よ
れ
に
な
っ
た
。

昭
和
五
六
年
、
米
対
策
本
部
副
本
部
長
に
就
任
し
た
木
村
は
、
全
国
の
米
価
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
旗
を
振
る
こ
と
に
な
っ
た
。

木
村
は
、
副
本
部
長
と
し
て
各
都
道
府
県
の
意
見
を
集
約
・
調
整
し
、
代
表
し
て
何
度
も
政
府
と

の
折
衝
に
出
た
。
各
県
の
会
長
に
頭
を
下
げ
て
内
部
の
意
思
統
一
を
図
り
、
闘
い
方
を
決
め
た
。
宮

城
の
農
業
者
た
ち
の
主
張
を
抑
え
、
米
対
本
部
の
方
針
に
従
う
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
五
八
年
の
米
価
運
動
も
例
年
通
り
荒
れ
た
。
政
府
の
据
え
置
き
方
針
に
対
し
、米
対
本
部
は
、

要
求
米
価
を
物
価
賃
金
ス
ラ
イ
ド
方
式
で
六
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
一
万
八
六
七
六
円
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
五
七
年
と
同
じ
生
産
費
・
所
得
補
償
方
式
で
計
算
す
る
と
、二
万
二
九
〇
六
円
に
な
る
。
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県米価大会で木村に詰め寄る青年部

県
内
で
は
「
こ
の
米
価
で
要
求
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
た
が
、
宮
城
県
の
考
え
は
す

で
に
木
村
が
米
対
本
部
で
主
張
し
、
少
数
派
の
意
見
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い
た
。
木
村
は
「
一
度
決

ま
っ
た
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
本
部
の
決
定
に
従
お
う
」
と
根
気
よ
く
説
得
を
続
け
た
。

木
村
に
は
、
一
地
域
の
長
と
し
て
よ
り
、
全
国
の
農
業
者
を
率
い
る
者
と
し
て
、
一
段
高
い
視
点

が
求
め
ら
れ
た
。

そ
ん
な
木
村
の
孤
高
に
打
た
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
県
米
価
大
会
の
場
で
青
年
部
と
揉

み
合
い
に
な
る
木
村
を
、
ガ
ー
ド
す
る
よ
う
に
立
つ
若
者
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
地
元
中
新
田
町

農
協
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
。「
俺
た
ち
も
暴
れ
た
い
。
し
か
し
お
ら
ほ
の
組
合
長
を
守
る
の
が
先

だ
」。
彼
ら
は
中
新
田
親
衛
隊
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
の
県
米
価
大
会
で
も
壇
の
下
で
待
機
す
る
よ
う

に
な
る
。〝
親
衛
隊
〟
の
一
人
は
、「
木
村
会
長
の
泰
然
自
若
と
し
て
自
信
に
満
ち
、
何
が
来
て
も
除

け
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
に
大
き
な
も
の
を
感
じ
た
」
と
当
時
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
。

百
姓
は
土
地
が
あ
る
限
り
滅
び
な
い

「
一
の
肥
や
し
は
主
の
足
跡
」
と
い
う
言
葉
を
、
木
村
は
気
に
入
っ
て
い
た
。
少
年
時
代
か
ら
、

良
い
米
を
つ
く
ろ
う
と
泥
田
を
這
い
ず
り
回
り
、
除
草
に
追
わ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
き
た
。
い
つ
も

米
づ
く
り
に
知
恵
を
し
ぼ
り
身
体
を
動
か
し
て
き
た
。

県
中
央
会
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
木
村
は
、
良
質
米
づ
く
り
の
熱
意
を
「
日
本
一
う
ま
い
サ
サ
ニ
シ
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昭和62年勲四等瑞宝章を受章
夫人とともに授賞式に出席

キ
」
の
展
開
や
「
宮
城
県
農
協
米
づ
く
り
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
穫
り
運
動
」
の
提
唱
へ
向
け
た
。
運

動
は
、
生
産
者
・
農
協
・
県
経
済
連
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
。

米
の
消
費
量
の
減
少
や
農
産
物
の
自
由
化
な
ど
逆
風
が
吹
き
荒
れ
る
な
か
、
良
質
米
づ
く
り
は

「
私
は
百
姓
」
と
自
負
す
る
木
村
の
信
念
で
も
あ
っ
た
。

政
府
は
米
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
昭
和
五
一
年
か
ら
米
飯
給
食
を
導
入
し
て
い
た
。
木
村
は
県

内
の
米
飯
給
食
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、「
給
食
用
米
の
国
庫
補
助
引
き
上
げ
」「
サ
サ
ニ
シ
キ
の

供
給
措
置
」
を
提
案
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
が
功
を
奏
し
、
昭
和
六
二
年
多
賀
城
市
が
全
国
に
先
駆

け
て
宮
城
の
良
質
米
サ
サ
ニ
シ
キ
を
学
校
給
食
に
導
入
。
パ
ン
と
比
べ
て
割
高
に
な
る
差
額
分
を
県

中
央
会
と
地
元
農
協
、
行
政
が
負
担
す
る
方
式
は
「
多
賀
城
方
式
」
と
呼
ば
れ
、
評
判
に
な
っ
た
。

昭
和
六
一
年
、
木
村
の
も
と
に
「
未
来
の
東
北
博
覧
会
」
出
展
の
企
画
書
が
届
い
た
。
日
本
の
食

料
基
地
で
あ
る
宮
城
の
農
業
と
米
づ
く
り
に
つ
い
て
伝
え
る
内
容
だ
っ
た
。
当
時
は
良
質
米
奨
励
金

の
削
減
や
八
・
五
水
害
な
ど
で
県
内
農
業
全
体
が
暗
い
ム
ー
ド
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、「
萎
縮
し
て

ば
か
り
い
て
は
ダ
メ
だ
。
宮
城
の
農
家
の
主
張
を
サ
サ
ニ
シ
キ
に
託
し
て
明
る
く
訴
え
よ
う
」
と
出

展
を
決
意
し
た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
名
は
「
サ
サ
ニ
シ
キ
館
」
と
し
た
。

博
覧
会
は
昭
和
六
二
年
七
月
か
ら
仙
台
市
の
港
地
区
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
サ
サ
ニ
シ
キ
館
は

〝
稲
穂
人
形
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〟
や
〝
サ
サ
ニ
シ
キ
ク
イ
ズ
〟
で
好
評
を
博
し
た
。
博
覧
会
全
体
の

来
場
者
数
は
約
三
〇
〇
万
人
を
記
録
。
予
想
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
に
木
村
は
「
日
本
一
う
ま
い
サ
サ

ニ
シ
キ
の
ピ
ー
ア
ー
ル
に
な
っ
た
」
と
大
満
足
だ
っ
た
。
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昭和62年のアメリカ視察旅行が
最後の旅となった

木
村
が
心
筋
梗
塞
に
倒
れ
、
身
罷
っ
た
の
は
、
奇
し
く
も
博
覧
会
が
終
了
し
た
日
の
深
夜
、
九
月

二
八
日
午
前
一
時
五
五
分
の
こ
と
だ
っ
た
。

木
村
は
よ
く
「
百
姓
は
土
着
し
て
生
業
を
立
て
て
い
る
。
土
地
と
一
緒
に
生
存
し
て
い
る
。
土
地

が
あ
る
限
り
、
人
間
が
生
存
す
る
限
り
滅
び
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

落
ち
た
葉
は
根
に
還
っ
て
ゆ
た
か
な
土
地
と
な
り
、
そ
こ
に
土
着
す
る
者
を
育
て
て
い
く
。
木
村

秀
壽
と
い
う
一
葉
が
落
ち
た
土
地
は
い
ま
県
中
央
会
に
受
け
継
が
れ
、
次
の
葉
を
育
て
て
い
る
。
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